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アクティブ・ラーニングと大学図書館 

 図書館長 

法科大学院教授 日笠 完治 

 

少子化時代の課題が徐々に大学にも迫ってくる。様々な分野で日本が世界をリ

ードして行くためには、その能力を十分に備えた学生を育成しなければならない。

今まさに、これが大学に求められていることである。そのために、学長を中心と

する学内ガバナンスの強化と組織改革（学校教育法改正）、教育手法ないし技術

の改善（FD）、「教育の質」の保証と「学生の能力」の保証、情報通信技術（ICT）

の進歩やグローバル化への対応、人間力の向上に必要な教養教育ないし建学の精

神に基づいた人格陶冶の指導等が政府方針として掲げられている。駒澤大学も総

合的な変革と大きな展望、そしてその積極的実施が必要不可欠となっている。 

そのような大きな枠組みの中で、教育関連としては「アクティブ・ラーニング」

がテーマである。学習過程が、「聞き・読み・書き・話す」の要素からなるとす

ると、これらの要素を受動的なものから主体的・積極的なものへと転換する方法

や機会を開発提案し、実地に移していくことが必要になる。たとえば、教育技法

でいうと、従来の予習を「Web を利用した授業前配信講義」とし、授業時間はプ

レゼンテーション、ディベイト、双方向・多方向の質疑応答、グループ討論・研

究、問題解決学習（PBL）等の主体的学習活動を行わせることとし、授業後にレ

ポートや確認テストを行う形式の「反転授業」などが提案実験され、またその大

人数授業での可能性についても研究されている。 

図書館としては、これらの状況変化を踏まえつつ、グループ読書室を 3 室に増

設した。本年は、読書を通じて情報発信力（プレゼンテーション能力）やコミュ

ニケーション能力の向上に寄与するための「ビブリオ・バトル」を 2 回開催した。

また、学生が学外の書店に出向いて図書館に必要と思う書籍を選択する「選書ツ

アー」も実施した。知的好奇心を湧き立てる展示企画にも精力を注ぐと共に、Web

で論文等の配信をする機関リポジトリへの積極的取り組み、同時に古典籍等の保

管のための地道な努力も続けている。 

図書館は、大学における知の拠点である。そして、大学図書館間の連携は密で

ある。少子化時代であっても、有為な人材を育成し世界へ輩出するために、専門

的資料の整理保管や閲覧提供だけにとどまらず、丁寧なサービスを心掛けた活動

を続けたいと思う。将来的には滞在型の研究学修図書館として、アクティブ・ラ

ーニングの聖地となり、学生が世界に飛び立つためのハブ（中核基地）となるこ

とを願っている。
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平成 26年度公開授業の実施について 

平成 26 年度「公開授業」を以下のとおり実施した。「公開授業」は、授業改善のための教員による相互研鑽を目的とし、 

工夫に富んだ授業に接し、その体験によるさまざまな発見を通して、今後の授業改善のためのヒントを得ることにある。 

公開授業は、各学部等のＦＤ推進部会のご協力により、各学部等主体にて実施された。 

学部 担当教員 実施日 時限 教場 科目名称 

仏教学部 

石井 清純 
11/11（火） ３ 禅研－坐禅堂 坐禅 

熊本 英人 

村松 哲文 11/28（金） ２ １－４０３ 仏教美術史 

文学部 寺前 直人 11/27（木） ４ ９－１７８ 考古学特講Ⅴ 

経済学部 

吉田 真広 

11/25（火） 

１ ９－３９２ 国際金融論 b 

石川 祐二 ３ ２研－２０３ 会計史 

清水   卓 ３ ９－３９１ 現代西欧経済論 

鈴木 伸枝 ３ １－３０１ ゲーム理論ｂ 

岩波 文孝 

11/26（水） 

１ ８－３６０ 企業管理論 b/経営管理論 b 

宮田 惟史 １ １－４０１ 経済学史 b 

有井 行夫 ２ ８－２５５ 
経済理論Ａ・資本の原理/ 

経済理論ⅠＡ・資本の原理 

北口  りえ ３ ８－４６５ 税務会計論 b 

森田 佳宏 ３ １－３０２ 会計監査論 b 

友松 憲彦 ４ ８－２５５ 西洋経済史 b 

小林 正人 

11/27（木） 

１ ８－２５５ 日本経済論 b 

番場 博之 １ ８－４６５ 流通政策 b 

荒木 勝啓 ２ ８－３６０ ミクロ経済学 

小西 宏美 ２ ８－４６５ ファイナンス基礎 b 

鄭   章淵 ２ ８－４６７ アジア経済論 b 

村松 幹二 ３ ８－２５６ 契約理論 

谷敷 正光 ３ ９－３９１ 教育経済論 b 

小西 宏美 ４ ８－２５７ グローバル・ファイナンス b 

瀬戸岡 紘 ４ １－３０１ アメリカ経済論 b 

中濟 光昭 ５ ８－１５１ 就業力応用Ⅳ 

松田   健 ５ ８－１５２ 就業力応用Ⅳ 

江口 允崇  

11/28（金） 

 

１ ９－３９２ 財政学 b 

小杉 修二 ２ １－４０４ 中国経済論 b 

山縣 弘志 ２ ８－１５１ ロシア・東欧経済論 b 
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経済学部 

吉田 真広 

11/28（金） 

２ ８－１５０ 貿易史 b 

友松 憲彦 ３ ９－３９２ 経済学入門 b 

西村   健 ４ ８－２５５ 企業経済学 b 

石川 祐二 ５ ２研－２０３ 管理会計論ｂ 

曽我 信孝 11/29（土） ３ ２研－２０９ マーケティング b 

代田   純 

12/1（月） 

１ ９－３９１ 金融論 b 

姉歯   暁 ３ １－３０３ 消費経済論 b 

荒木 勝啓 ３ １－３０２ 応用ミクロ経済学 b 

溝手 芳計 ３ ８－４６５ 農業政策 b 

村松 幹二 ４ １－２０３ 制度の経済学 

明石 英人 

12/3（水） 

１ ９－３９１ 経済理論 Ab 

齊藤   正 ２ ８－２５６ 現代銀行事情 

堀   龍二 ３ ８－１５２ 人的資源管理論 b 

小栗 崇資 

12/4（木） 

２ ８－１５０ 財務会計論 b 

松井 柳平 ２ ８－１５２ ミクロ経済学 

石川 純治 ３ １－３０２ 会計情報論 b 

舘 健太郎 ３ ９－３９２ 産業組織論 b 

大石 雄爾 ４ ９－２８９ 
経済理論Ｂ・経済システムの原理/ 

経済理論ⅠＢ・経済システムの原理 

瀬戸岡 紘 ４ １－３０１ アメリカ経済論 b 

浅田 進史 ５ １－２０３ キャリア・デザイン応用 b 

明石 英人 
12/5（金） 

２ ８－１５２ 社会経済学 b 

浅田 進史 ４ ９－３９１ 経済史 b 

吉田 敬一 12/6（土） １ ２研－１０２ 中小企業政策論 

百田 義治 
12/8（月） 

４ ８－４６６ 企業経営学 b 

光岡 博美 ５ ９－３９２ 社会政策 b 

法学部 岡田 好弘 11/26（水） ３ ８－３６０ 民事執行・保全法 

経営学部 豊田 太郎 11/25（火） ２ ８－２５５ 経営学 

医療健康科学部 森口 央基 12/2（火） １ ７－２０２ 医療統計学 

ＧＭＳ学部 服部   哲 11/26（水） ２ １－４０１ Webコンテンツ基礎 

総合教育研究部 

黒住 早紀子 11/25（火） ５ ９－１７１ 教職実践演習（中・高） 

瀧本  誠 12/2（火） ２ 

玉川第２体育

館地下・トレー

ニングルーム 

健康・スポーツ実習 
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公開授業を終えて 

法学部 准教授 岡田 好弘  

 11月 26 日に「民事執行法・保全法」の公開授業を行いま

した。3 年生からの選択科目であり、法学の基幹科目でもあ

る「民事訴訟法」の発展した科目という位置づけです。 

 他大学での経験からすると、履修者がそれほど多いことは

ないというイメージの科目なのですが、本学ではなぜか例年

多くの学生が履修登録をしてくれています。 

 ただ、3 年と 4 年の 2 学年が履修できるとはいえ、学年定

員が 300 人余の学科で、約 300 人が履修登録しているのはあ

まりにも多すぎで、おそらく講義内容よりも水曜の 3 限とい

う時間割配置の良さなどが原因であると考えています。 

 履修者の大半は前提知識を欠いているか、あるいは科目内

容の習得に前向きであるとは限らないことも考慮し、講義の

レベルを維持しつつ、せっかく履修登録してくれた関心の薄

い学生を出来るだけ維持するよう工夫できないかと腐心し

ています。以下では、私の講義運営のスタイルについて述べ

ます。 

1.教科書の指定 

 特定の書籍を教科書として指定しています。できるだけ安

価な書籍を指定するようにしています。講義中は教科書のど

この部分について話しているのか、ページ番号などを頻繁に

伝えるようにしています。 

2.出席チェック 

 出欠の確認は原則として毎回行います。非常勤講師室備え

付けの小さい出席票を講義開始時に配布し講義終了時に回

収するという古典的な方法です。配布の際には 1 人ずつか机

ごとに直接手渡しに巡回します。携帯電話等による出席シス

テムは何度か試しましたがうまく行かなかったので現在は

使っていません。 

 遅刻してきた学生には、講義終了時に出席票の端の角をち

ぎって渡します。学生に心理的圧迫を与えるためです。 

 欠席・遅刻による不利益扱いはしていません。あくまで学 

生の出席を促すためです。とりあえず出席し、睡眠や内職し

ながらでもたとえ 10 分でも講義を聞けば、欠席するよりも

教育効果があると考えています。 

3.板書・プロジェクタ 

 講義は黒板へのチョークによる板書を原則とします。字が

読みにくいとの苦情をよく受けますが、なかなか改善出来な

いのが悩みです。パワーポイントなどのスライド形式は用い

ません。教室によっては投影が見にくかったり、照明を消す

と学生の手許が暗すぎたりすることが多いからです。今後は

導入を検討したいと考えています。 

4.資料提示 

 資料提示は印刷物の配布を多用します。文字や画像の情報

が学生の手許に確実に残るのが望ましいと考えます。印刷が

手間なのと紙資源の浪費が気にはなります。 

 具体的なイメージを持ちにくいという科目の特性上、資料

映像などもできるだけ上映したいと思っており、ときおり映

画の一部などの上映や、ネット情報の検索実演をします。パ

ソコン等の準備に手間がかかるので頻繁にはしません。投影

が見にくい教室もあるので残念です。 

5.私語等への対応 

 睡眠・内職などは寛大に対応する方針です。私語がひどい

時には講義を中断して静かになるまで沈黙するなどの対処

をすることにしていますが、本学において私語で講義が困難

になったことはなく、この授業などは驚くほど静かに聴講し

てくれています。 

 

 

平成 26 年度「公開授業」を参観して 

          法学部 准教授 田中 優企 

平成 26 年 11月 26 日（水）3 時限、岡田好弘先生による

公開授業「民事執行・保全法」（法学部法律学科フレックス

A）を参観する機会を得た。同科目は、私の担当科目である

「刑事訴訟法」と同様、いわゆる「手続法」（権利や義務な

どの実現のために執るべき手続や方法を規律する法）と呼ば

れる分野に属するものであり、とりわけ興味深く拝聴した。

本稿では、当日の授業の概要を紹介した上で、他の授業でも

参考になると思われる授業実施上の工夫・配慮について示し

ていくこととする。 

 当日の授業は、指定のテキスト 2冊（概説書及び判例解説

集：いずれも初学者向けのスタンダードなもの）に加えて、

当日の授業テーマ（現況調査に当たっての執行官の注意義務）

に関係する近時の裁判例のコピーやインターネットの関連

サイトを用いつつ、板書を交えながら展開された。法律学の

授業においては、従来からの議論や裁判例はもちろんのこと、

直近の裁判・実務上の動向や現状の分析を提供することも欠

かせないものであり、そのような配慮が見受けられた。 

 これに加え、授業実施上の工夫・配慮として、第一に、当

日の授業テーマの前提となる知識の喚起方法が挙げられる。

以前の授業で説明がなされた知識について、その重要なポイ
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ントを指摘しながら学生に喚起させるのであるが、教員が単

に再度提供して済ましてしまうのではなく、学生一人一人が

自ら喚起できるように、質問の形で問い掛けていくのである。

教員としては、一方的に再度提供してしまう方が時間の関係

で効率的であるが、知識の定着という点では、学生自らに頭

の中で考えさせて思い起こさせる方が望ましいであろう。 

 第二に、授業テーマを絞って、内容を詰め込みすぎないと

いうことが挙げられる。前述した授業テーマについて、その

基本となる考え方を示したリーディングケース（最高裁判所

による裁判例）を説明した上で、近時の適用例（下級審

の裁判例）なども丁寧に確認しながら、学生に考えさせ

るという形で進められていた。年間の授業スケジュールを考

えると、１回の授業に複数の内容を詰め込みがちであるが、

学生の理解の程度・様子なども考慮しながら、あえて１つに

絞って、その理解を深めさせるという方法も織り交ぜていく

必要があろう。 

 最後に、裁判例を採り上げる際に、学生が、その事案の事

実関係について十分なイメージを持つことができるよう、適

宜、説明を加えていくという工夫が挙げられる。過去の裁判

例の事実関係の中には、現在の学生に理解できない事柄が含

まれていることもあるため、学生の目線に立った解説が必要

となろう。 

 以上、当該授業の実施上の工夫・配慮について気付いた点

を挙げさせて頂いた。私の管見のため、岡田先生が払われた

工夫・配慮を多々見落としていると思われるが、ご容赦頂け

れば幸いである。 

末筆ながら、今回、貴重な機会を頂けたことに、岡田先生

に改めて御礼申し上げる。 

 

FD 公開授業と意見交換会を振り返って 

経営学部 教授 鹿嶋 秀晃 

経営学部では今回の公開授業を豊田太郎先生にお願いし

た。経営学科 1 年生 400 名向けの必修科目「経営学」を 2

コマ分割した科目である。 

 当日は、まず片桐学部長から受講生に対して大学がなぜ公

開授業を行うのかその意義を説明いただいた上でスタート

した。我々は後ろに陣取って講義を聞き、昼休みに昼食を取

りながら意見交換会を開催した。 

 今回 FD委員と学部執行部がこの企画を進めるにあたって

工夫をした点がある。 

 第 1 はなるべく多くの教員が参加でき、かつその後の意見

交換会にも出席できるよう2限目の講義を選択した点である。

その甲斐もあって公開授業と意見交換会には 29 名いる教員

のうち 12 名が参加できた。 

 第 2 は意見交換会では、各教員が上から目線で授業を評価

するのではなく、参加者各々が学んだことを話し合うという

スタイルを意識した点である。豊田先生は教歴 10 年のベテ

ランであり、そもそも我々が一方的に指導する立場にない。

また、一挙手一投足を細かく指摘するやり方では教員のモラ

ールを下げかねないし、それを続けていると次の受け手がい

なくなってしまう。私はこの学科主任在任中に、オープンキ

ャンパスの模擬授業で 12 名の経営学部教員から授業を聞か

せていただく場所にいた。そこで一番学んだのは、各先生が

個性に富んだ独自の興味の引かせ方、授業運営方針をお持ち

でそれが大変勉強になるし、何より授業の進め方を自省する

いい機会になるという点であった。話し合いの上でベストプ

ラクティスを共有するというやり方もあるだろうが、教員自

らが他の先生の授業に出かけていって勉強させてもらうと

いうスタイルが元来学究肌の教員にはあっているのではな

いだろうか。 

 第 3 は冒頭にも述べたことだが、大学が組織的に授業改善

に取り組んでいる姿勢を学生にも知ってもらうよう努めた

点である。「教員の側も一生懸命やっているんだ」という姿

を見せていれば、学生に対しても「あなたたちももっと頑張

りなさい」と叱咤激励することができる。 

 さて公開授業の方であるが、今回最も特徴的だったのは、

豊田先生の教科書を使った授業スタイルだと思う。理科系出

身の教員から1章から順に授業を進めていくのはごく自然な

やり方だという意見もあったが、大半の文系教員はこのスタ

イルに遭遇したのが初めてであった。学生には事前に該当章

を読ませておき、当日はそれを前提に授業では補足説明をし、

最後に質問の時間を取り、積極的に良い発言や質問をした学

生に対してポイントを与えるという参加型の手法を取り入

れた授業であった。200 名近い 1 年生をいかに授業に集中さ

せるか、豊田先生ならではの工夫を学ぶことができた。その

せいあってか、後ろの方に座っている学生でも板書以外の先

生の発言についてメモを取る姿が散見された。 

 また意見交換会では、公開授業の話題をきっかけに日頃の

授業で困っている問題を相談し合うなどとても良い雰囲気

で交流することができた。 

 

 

 

 

 教育改革 ICT 戦略大会に参加して 

            仏教学部 講師 山口 弘江 

  本学で教鞭をとって 2 年目、初年度とは違う壁にぶつかり

暗中模索が続く中、ふと「教育改革 ICT 戦略大会」のパンフ

レットに目がとまった。そこに躍る「ラーニングコモンズ」

「アクティブラーンニング」「反転授業」「MOOC」など、昨今

の教育界をにぎわす用語に惹かれ、9 月 4日より 3日間にわ

たって開催された大会の 1 日目に参加した。ここではその報

連載企画：よりよい教育のために 




